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４
月
〜
５
月

倉
澤
澄
男
　(

根
岸)

が

置
き
薬
を
寄
贈

根
岸
の
倉
澤
澄
男
さ
ん
が
５

月
22
日
（
火
）
、
第
１
・
第

２
・
子
育
の
村
内
各
保
育
園
に

置
き
薬
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

倉
澤
さ
ん
は
、
当
時
保
育
園

生
だ
っ
た
娘
さ
ん
が
ケ
ガ
を
さ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
活

発
な
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
す

ぐ
に
役
に
立
つ
も
の
を
」
と
、

置
き
薬
を
寄
贈
さ
れ
る
様
に
な

っ
て
、
今
年
で
26
年
目
。

こ
の
日
は
子
育
保
育
園
で
園

児
た
ち
に
置
き
薬
を
手
渡
し
ま

し
た
。

長
年
に
渡
る
ご
厚
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
19
年
春
の
叙
勲
が
発
表
に
な
り
、
森
下

中
組
の
堤
久
良
さ
ん
（
79
歳
）
が
瑞
宝
双
光
章

（
教
育
功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

堤
さ
ん
は
昭
和
23
年
よ
り
教
職
員
と
し
て
教

壇
に
立
た
れ
、
村
内
南
中
学
校
の
校
長
を
務
め

ら
れ
た
他
、
退
職
後
は
教
育
委
員
、
教
育
委
員

長
、
教
育
長
な
ど
を
歴
任
。

お
よ
そ
半
世
紀
に
あ
た
る
46
年
に
渡
っ
て
、

教
育
の
現
場
に
携
わ
ら
れ
、
広
い
分
野
で
の
教

育
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
堤
さ
ん
は
「
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
教
育
行
政
と
46
年
も
の

間
、
健
康
で
充
実
し
た
教
育
活
動
を
す
る
こ
と

事
が
で
き
、
非
常
に
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
長
を
務
め
て
い
た
時
に
南
小
学
校

と
東
小
学
校
の
新
校
舎
が
竣
工
で
き
た
こ
と
は

良
い
思
い
出
で
す
。
今
回
の
受
章
は
多
く
の

人
々
の
ご
支
援
、
ご
指
導
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。

去
る
５
月
10
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
伝
達
式

に
出
席
し
た
際
に
は
、
式
典
の
後
皇
居
に
て
天

皇
陛
下
に
拝
謁
。「
天
皇
陛
下
よ
り
、
直
接
お

言
葉
を
か
け
て
頂
い
た
こ
と
に
、
と
て
も
感
激

し
て
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

堤
久
良
　(

森
下
中)

が
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
に

瑞宝双光章を受章された堤久良さん

筋トレ上級を修了された赤城原老人会のみなさん

５
月
２
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
村
内
の
赤
城

原
老
人
会
、
森
下
老
人
会
、
糸
井
南
部
老
人
会

で
そ
れ
ぞ
れ
、
寝
た
き
り
防
止
の
た
め
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
修
了
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

赤
城
原
老
人
会
で
は
、
昨
年
６
月
よ
り
他
の

老
人
会
に
さ
き
が
け
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
５
月
２
日
に
赤
城
原
区
民

館
で
上
級
を
修
了
し
た
30
人
が
加
藤
村
長
よ
り

修
了
証
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
修
了
式
の
後
は
「
認
知
症
の
予
防
」

と
題
し
、沼
田
脳
神
経
外
科
よ
り
講
師
を
招
き
、

講
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
、「
頭
も
身
体
も
健
や

か
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
後
も
活
動
を
続
け
る
予

定
で
す
。

村
内
三
つ
の
老
人
会
が
筋
ト
レ
修
了
式

園児たちに置き薬を手渡す倉澤さん（子育）

森下老人会修了式の様子（中級）

初級を修了された糸井南部老人会のみなさん

さ
ん

さん
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関
屋
工
業
団
地
で
５
月
16
日
（
水
）、
昨
年

９
月
よ
り
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い
た
佐
藤
運
送

(

株)

昭
和
イ
ン
タ
ー
営
業
所
が
落
成
を
迎
え
、

記
念
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
午
前
11
時
よ
り
完
成
し
た
施
設

の
説
明
会
を
行
い
、招
待
者
は
施
設
内
を
見
学
。

徹
底
し
て
温
度
管
理
さ
れ
た
倉
庫
な
ど
、
完

成
し
た
施
設
内
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
落
成
記
念
祝
賀
会
が
沼
田
市
内
で

行
わ
れ
、
佐
藤
運
送(

株)

佐
藤
治
男
社
長
が

「
す
ば
ら
し
い
景
観
の
中
に
営
業
所
を
立
地
で

き
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
味
の
素

フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ(

株)
、
藤
森
工
業(

株)

と
企

業
間
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
昭
和
村
と
共

に
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
関
屋
工
業
団
地
で
は
こ
の
他
に
、
味

の
素
フ
ァ
イ
ン
テ

ク
ノ(

株)

、
藤
森

工
業(

株)

が
そ
れ

ぞ
れ
本
格
的
な
操

業
を
控
え
て
お

り
、
村
の
さ
ら
な

る
発
展
に
期
待
が

か
か
り
ま
す
。

関屋工業団地に完成した佐藤運送㈱昭和インター営業所

健康体操に汗を流す高砂大学受講者

昭
和
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
５
月
23
日

（
水
）、
昭
和
村
高
砂
大
学
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
角
田
侃
男
教
育
長
が
「
や
り

た
い
事
や
、
好
き
な
事
を
学
ん
で
、
健
康
づ
く

り
や
生
涯
学
習
に

取
り
組
ま
れ
、
有

意
義
な
も
の
と
し

て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

こ
の
日
は
開
講

式
に
併
せ
て
第
１

回
教
室
が
開
催
さ

れ
、
高
砂
大
学
生
24
名
が
参
加
。

教
室
で
は
「
健
康
体
操
」
と
題
し
、
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る
体
操
な
ど
を

行
い
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

昭
和
村
高
砂
大
学
は
、
高
齢
者
が
自
ら
進
ん

で
学
習
を
続
け
、
積
極
的
に
地
域
社
会
と
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
で
仲
間
や
地
域
の
連
携
意
識
を

高
め
、
明
る
く
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
一

助
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
。

受
講
の
対
象
者
は
村
内
在
住
の
満
60
歳
以
上

の
方
で
、
現
在
で
は
老
人
会
各
支
部
か
ら
34
名

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

高
砂
大
学
が
開
講

佐
藤
運
送(

株)

昭
和
イ
ン
タ
ー
営
業
所
が
落
成

後
藤
金
松

（
大
河
原
）

県
よ
り
感
謝
状

民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年

を
記
念
し
、
群
馬
県
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
が
５
月
16
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
本
村
民

生
児
童
委
員
協
議
会
長
の
後
藤

金
松
さ
ん
が
、
県
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
村
の
民
生
児
童

委
員
を
務
め
ら
れ
て
、
今
年
で

５
期
15
年
目
。
現
在
は
、
同
協

議
会
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
功
績
に
対
し
県
が
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
対
し

後
藤
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
支

え
が
合
っ
て
こ
そ
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

角田教育長が開講のあいさつ

－23℃に管理されている倉庫内

さん

県から感謝状が贈られた後藤さん


